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 要  旨 
【背景･目的】 
 近年、新規高効率発光材料の開発に向けた研究が盛んに行われており、ナノオーダー(10-9nm)
にする事による閉じ込め効果と、希土類イオン添加を組み合わせたナノ構造材料が注目されてい
る。母体材料として幅広な禁制帯幅を有する事が望ましい点から酸化物半導体の研究が盛んに行
われている。しかし、希土類イオンを一様に添加するのは容易ではない。本研究では、母体材料
を酸化スズ SnO2(Eg=3.6eV)と選び、ユウロピウム Eu3+を添加した SnO2:Eu3+微細結晶の作製法の確
立を目指した。 
【実験結果】 
 加熱蒸発法による SnO2:Eu3+微細結晶の作製を行った。基板上に硝酸ユウロピウムをペーストし
た近傍にて、減圧雰囲気下で Sn 粉末を 1100℃で加熱する事により試料作製した。その結果、直
径:50～100nm の紐状結晶が生成され、Eu3+を起因とする強い橙色発光を示した。しかし、原料で
ある硝酸ユウロピウムが酸化して酸化ユウロピウムとして残留してしまう問題点が生じた。これ
により、添加濃度の調整および一様に添加した試料の作製が困難である事がわかった。これは、
原料を Sn粉末と硝酸ユウロピウムで分けているためである。 
そこで、固相反応法を用いて一様に添加した(1-x)SnO2-xEu2O3 混合粉末の作製を試みた。
x=0.001,0.005,0.01,0.05,0.1 になるように秤量･撹拌した後、減圧雰囲気下,1100℃で熱処理を
行った。その結果、各添加濃度試料において Eu3+の強い 588nm の発光が確認でき、低濃度添加で
は Eu2O3による影響は見られなかった。また、高濃度添加試料では濃度消光による発光強度の減少
が確認され、x=0.01 で発光強度が最大となり量子効率は 10.6%となった。固相反応法によりユウ
ロピウムを一様に添加した混合粉末の作製に成功した。 
次に、作製した混合粉末を用いて液相レーザーアブレーション法により SnO2:Eu3+ナノ粒子の作
製を試みた。液相中に分散させた粉末に Nd:YAG レーザー(355nm,50mJ/pulse)を照射する事によ
り、融解･蒸発をするプロセスを経てナノ粒子を生成する試料作製法である。その結果、アブレー
ション前は数十µm サイズの粒子が多く確認できたが、アブレーション後は 50nm の粒子が生成さ
れていた。また、ナノ粒子にした事により歪みが生じた事による吸収スペクトルのシフトが確認
された。 
 
